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後

北

条

氏

Cf) 

農

村

支

配

に

貝

租

制

度

て

中

Jし＼

と

延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
伊
豆
韮
山
に
拠
っ
た
北
条
早
雲
は
巧
み
に
近
隣

の
諸
豪
族
を
懐
柔
し
つ
つ
永
正
十
三
年
（
一
五
二
ハ
）
相
模
を
主
定
し
、
続

く
氏
網
は
天
文
六
年
（
一
五
三
二
）
河
越
城
を
陥
ら
せ
武
蔵
地
域
に
進
出
し

て
い
っ
た
。
一
二
代
氏
康
の
仕
事
は
父
祖
二
代
に
わ
た
る
経
営
の
地
相
模
・
武

蔵
に
検
地
を
行
う
こ
と
に
よ
る
分
国
支
配
経
済
制
度
の
確
立
で
あ
り
、
更
に

は
軍
事
的
支
配
体
制
整
備
と
し
て
の
「
所
領
役
帳
」
の
作
成
で
あ
っ
た
。
そ
r

し
で
四
代
氏
政
に
至
っ
て
は
下
総
・
下
野
に
ま
で
文
を
進
め
一
、
い
わ
ゆ
る
同

八
州
の
大
守
と
し
て
後
北
条
分
国
最
大
の
版
図
を
形
成
し
て
レ
っ
た
の
で
あ

る。
思
う
に
戦
国
大
名
が
そ
の
勢
力
を
拡
大
強
化
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
外
に

対
す
る
領
域
拡
張
戦
と
内
に
向
つ
て
の
統
治
権
拡
張
策
が
歩
を
同
じ
く
し
て

行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
律
令
土
地
制
度
の
崩
壊
・
荘
園
的
小

土
地
所
有
形
態
へ
の
移
行
の
結
果
生
れ
た
武
家
政
権
な
る
も
の
が
、
中
世
経

済
の
進
展
の
足
下
に
そ
の
社
会
的
成
立
基
盤
を
失
い
、
大
土
地
所
有
に
経
済

的
根
幹
を
位
置
づ
け
る
大
武
士
層
の
独
立
的
大
名
領
地
形
体
を
各
地
に
招
来

し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
故
に
彼
ら
戦
国
大
名
の
勢
力
伸
張
に
は
武
力
こ
そ

後
北
条
氏
の
農
村
支
配
に
つ
い
て
（
守
谷

句4フ

v、
て

し

て

守

樹

壱

谷

直
接
的
物
理
的
効
果
を
あ
げ
て
い
っ
た
が
、
同
時
に
内
に
対
す
る
一
円
知
行

権
確
立
の
た
め
の
分
国
経
済
増
強
策
が
特
に
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
こ
こ
か
ら
農
村
保
護
、
育
成
及
び
統
制
の
各
種
政
策
が
始
ま
る
。
そ
し

て
こ
れ
ら
諸
政
策
を
強
力
に
な
し
得
た
も
の
こ
そ
近
世
封
建
社
会
を
再
建
し

得
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
見
地
か
ら
私
は
後
北
条
氏
を
例
と
し
そ
の
農
村
支
配
策
の
一
端
た

と
ま

る
貢
租
制
度
に
焦
点
を
与
え
つ
つ
、
封
建
制
再
編
成
過
程
の
一
刻
を
み
て
ゆ

き
た
い
と
思
う
。
な
お
稿
は
特
に
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
も
う
け
な
い
が
、
「
検
地

と
所
領
役
阪
の
成
立
」
「
田
・
畠
租
」
及
び
「
附
加
税
」
の
順
と
し
適
宜
か

か
る
貢
担
下
に
お
け
る
「
農
村
の
動
向
」
に
ま
で
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
う
。

「
北
条
五
代
記
」
に
よ
れ
ば
「
早
雲
働
く
ぞ
と
知
る
や
忽
ち
逃
散
せ
る
伊
豆

問
中
の
侍
百
姓
」
は
す
べ
て
早
雲
に
味
方
せ
よ
、
そ
う
す
れ
ば
「
本
来
の
所

領
は
安
堵
さ
ぜ
る
」
と
し
、
そ
の
侍
は
「
あ
ら
た
め
て
地
頭
職
」
に
ふ
せ
「
以

来
は
年
貢
五
ツ
取
所
を
一
ツ
ゆ
る
し
四
ツ
地
頭
お
さ
む
べ
し
」
、
も
し
こ
れ

に
背
く
者
は
「
地
頭
職
」
を
取
上
げ
る
と
早
雲
は
高
札
を
た
て
た
と
い
わ
れ

る
。
こ
こ
か
ら
「
四
公
六
民
」
の
年
貢
徴
収
範
囲
で
伺
別
的
に
土
豪
を
家
臣

一
二
九
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と
し
て
旧
領
を
知
行
さ
せ
、
同
時
に
農
民
を
そ
こ
に
回
定
し
て
い
っ
た
後
北

条
氏
の
支
配
政
策
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
そ
こ
に
は
侍

百
姓
に
対
す
る
威
圧
的
な
ら
ぬ
柔
軟
性
む
し
ろ
保
護
的
政
策
が
み
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
後
北
条
氏
自
身
が
分
固
形
成
期
に
も
っ
た
支
配

力
の
弱
さ
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
点
か
ら
し
て
か
氏
康
の
天
文
十
一
・
二
年
（
一
五
回
二
・
四
一
二
）

の
相
模
検
地
は
中
郡
廿
二
ケ
所
及
び
武
蔵
の
一
部
で
、
弘
治
元
年
ご
五
五

五
）
の
武
蔵
検
地
は
五
十
ケ
所
と
い
う
ふ
う
に
地
域
的
に
限
度
を
も
ち
、
型

『註
1
〉

式
的
に
も
「
不
入
地
域
・
旧
荘
園
形
態
の
部
分
的
温
存
」
な
ど
が
あ
り
徹
底

さ
を
欠
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
総
体
的
に
い

っ
て
分
国
支
配
体
制

の
た
め
の
明
確
な
土
地
関
係
は
一
応
構
成
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
武
蔵
検
地
四
年
後
の
永
樵
二
年
、
比
較
的
開
発
度
の
高
い
地
域
や
交

通
要
地
な
ど
へ
直
属
家
臣
団
を
配
置
し
、
同
時
に
彼
ら
以
外
の
分
国
在
住
知

行
人
を
も
含
め
て
軍
役
負
担
を
申
付
け
た
「
所
領
役
帳
」
の
作
成
基
盤
が
既

に
醸
し
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
検
地
例
を
示

そ
う
。

註
2

酉
歳
小
机
筋
思
田
之
郷
御
検
地
指
出

一
、
参
拾
五
町
四
段
大
九
十
歩
回
数
此
分
銭
百
七
十
七
貫
四
百
五
拾
八
文

但
壱
反
別
五
百
文
宛
一
、
参
拾
三
町
半
此
分
銭
三
拾
三
貫
五
十
文
但
壱

反
別
百
文
宛
秋
成
弐
拾
壱
貫
百
四
十
七
文
但
壱
反
別
六
十
五
文
宛
一
見
成

合
弐
百
参
拾
二
貫
五
十
五
文
田
畠
之
辻
此
内
諸
引
物
拾
弐
貫
百
文
公
事

免
但
本
途
之
辻
十
分
之
一
五
貫
文
代
官
給
五
貫
文
名
主
免
三
貫
文
宮
免

三
貫
文
井
軒
免
弐
貫
文
定
使
免
以
上
参
拾
貫
百
文
引
方
弐
百
壱
貫
九
百

五
十
文
夏
秋
定
納
右
当
検
地
定
納
之
辻
無
相
違
可
致
進
納
者
也
（
後
略
）

。

ま
ず
後
北
条
氏
の
検
地
は
秀
吉
の
例
と
異
な
り
「
指
出
」
型
式
で
あ
る
。

設
3

こ
の
こ
と
は
他
の
検
地
例
で
も
「
此
員
数
百
姓
如
申
口
」
と
す
る
も
の
も
あ

り、
、
直
接
に
後
北
条
氏
が
面
積
を
調
査
し
た
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
ま
た
右

文
書
に
み
る
「
井
軒
免
・
定
便
免
」
な
ど
郷
村
必
要
経
費
（
旧
荘
園
形
態
の

も
の
）
を
差
引
い
た
残
額
に
初
め
て
課
税
す
る
方
針
な
ど
か
ら
し
て
、
後
北

条
氏
は
検
地
を
為
し
得
た
と
し
て
も
強
力
に
は
行
い
得
ず
、
ま
た
そ
の
地
域

も
恐
ら
く
比
較
的
支
配
力
の
浸
透
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
の
み
限
ら
れ
た
の
で

は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
時
に
は
家
臣
領
で
も
相
当
強
力
な
「
検
地

（註
4
）

増
」
が
打
出
さ
れ
、
軍
役
負
担
の
上
に
更
に
「
御
蔵
出
地
」
な
ど
が
設
け
ら

れ
た
例
も
あ
る
ο

こ
う
し
て
み
る
と
後
北
条
氏
の
検
地
は
「
所
領
役
帳
」
と

共
に
主
従
関
係
の
明
確
化
及
び
家
臣
団
の
勢
力
抑
制
策
で
も
あ
り
、
他
面
で

は
そ
う
し
た
家
臣
団
の
手
中
か
ら
少
し
で
も
農
民
を
離
反
さ
せ
、
後
北
条
氏

自
体
が
直
接
農
民
を
把
握
し
て
ゆ
く
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
た
よ
う
で
も
あ

る
。
こ
の
証
と
な
る
も
の
は
「
四
公
六
民
以
外
一
ツ
も
税
か
け
ま
じ
き
」
方

針
が
い
つ
か
破
れ
、
天
文
十
九
年
「
田
中
諸
都
就
退
転
庚
成
四
月
諸
郷
公
事

赦
免
様
体
之
事
」
と
題
す
る
文
書
で
知
れ
る
如
く
既
に
「
諸
公
事
」
が
か
け

ら
れ
て
い
た
事
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
諸
公
事
と
は
こ
の
場
合
年
貢

を
合
む
各
種
附
加
税
で
あ
り
、
後
北
条
氏
は
知
行
人
の
子
を
通
す
だ
け
で
直

接
農
村
か
ら
取
立
て
て
い
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

さ
て
思
田
郷
で
み
る
如
く
基
本
年
貢
は
「
田
租
」
で
あ
る
。
「
貫
文
」
で

去
わ
さ
れ
て
い
る
が
「
米
納
」
で
知
行
人
が
交
演
者
で
あ
る
。
そ
し
て
「
年

貢
平
」
は
「
田
租
菅
反
五
百
文
」
「
畠
租
壱
反
百
五
十
六
文
」
で
「
夏
・
秋

定
納
」
と
あ
る
。
い
ま
後
北
条
治
下
の
年
貢
銭
を
表
示
す
る
と
次
図
の
如
く

な
る
が
、
こ
の
中
で
「
田
租
三
百
文
」
「
畠
租
二
百
文
」
は
生
産
力
の
相
違
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当 一六場割 北 条治下年貢銭表 か
る反升は） I I I I a 格

「 ζ2 2吉§ I国｜郡｜村！年｜田（注） ！ 畠 ｜ま

下 主要お な文る ｜伊豆｜田方 lo長 浜｜天文12 I soo 文I 200 文｜氏
方言 巻市 しりがわ I I I I I I I 
升β暫史て 、米け ｜相 模 ｜足柄下｜中村上｜汐 19 I 500 I 165 I支
」v じ一こーで｜武 蔵 ｜足立｜原宿l永践10 I 300 I 16s I竪
を 石 れ斗、 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ノJ
使こ 五 とこい ｜ ｜榛沢 iO 小前田I ,, 11 I soo I 200 Iの
っ と斗「ざ ま i i橘樹｜小机｜元亀 3 I soo I 16s Iき
て に六太 」田 ｜ I I I I I I ;r し

い な升閣で 租 ｜ ｜入間 10 府川｜天正 s I soo I 165 Iか
た る）検あを ｜ ｜ 都 筑 lo ×思ra l// 13 I 500 I 165 Iさ
ら 。 と地 つ 換 I I I I I I 1 め
しその中た算 ｜伊豆｜加茂｜南上I /t 15 I soo I - 1ろ
《れ 嬰田かし｜武 蔵 ｜埼玉｜大井I// i 1 I 300 I 1 so Iう

百のらて I I I I I I I 

少 らは 石「み 備考 1. 本図は横浜市史より写す一一一一一生
「 三盛 田 る

く 器八 一租と 2. 0 印はほぼ直轄領たる村 「
と 量 % 石五後 3. ×印は現横浜市に属する村 上
も」強ー百北 （注）一反当り年貢銭 田
統でで斗文条 ・
ー あほ（ 」氏「で お進 と文れに「「 徴 く 例た 国内ーの ・中
さ るほ三はの四は後め し 」 故 当五 中し 、証ら畠官四下回
れ が四 六「公公こ 北 る て を 「 る 百 田 て そ はしがよ等々
る 「 公 0 反定 k れ 条。論 標五 。文 」もれ少いあ級田下
方榛に坪別相四が氏なを準百そ」が、に ながつの」田

原
升
」

後
北
条
氏
の
農
村
支
配
に
つ
い
て
（
守
谷
）

向
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「
日
米
」
に
つ
い
て
の
史
料
は
見
当
ら
な
い
。
後

北
条
治
下
の
知
行
人
対
農
民
の
関
係
か
ら
し
て
恐
ら
く
農
民
は

「
四
公
」
以

外
の
納
入
物
を
知
行
人
か
ら
申
付
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
附
加
税
納
入

の
文
章
一
日
で
「
斗
手
者
如
相
定
地
下
人
可
巾
事
と
あ
り
、
そ
の
時
「
蕗
米
」

が
出
て
も
あ
く
ま
で

「
百
姓
之
物
た
る
べ
き
事
」
と
指
示
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
を
み
る
と
実
際
に

「
日
米
」
の
規
定
は
な
か
ぺ

た
の
か
も
知
れ
な
レ
。
い

ず
れ
に
せ
よ
複
雑
な
荘
園
支
配
形
態
は
農
民
か
ら
知
行
人
へ
差
出
す
年
貢
と

い
う
形
に
お
い
て
単
純
な
形
と
な

っ
て
く
る
。
そ
し
て
そ
の
知
行
人
の
勢
力

を
少
し
で
も
抑
制
し
農
民
保
護
的
態
度
に
出
で
自
営
農
民
そ
そ
こ
に
固
定
さ

せ
、
貢
納
体
形
を
完
備
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
後
北
条
氏
の
ね
ら
い
が

あ
る
。
な
お
こ

こ
で
農
村
の
規
模
に
つ

い
て
ふ
れ
て
み
よ
う
。
次
表
を
み
て

｜

J
I
l－－

1
1
Il

l
i

－
－
一
氏
釈

み
る
と
「
家
臣
聞
の
過
半

成
）
一
委
一
日

η
却

幻

m
m
部
一
一
一
所
数
は
百
貫
文
以
下
の
給
人

構
年
一
、
一

1

1

4

一
民
削

領

2
一
人

一

一

切

釘

で
あ
る
。
百
貫
文
と
い
え

町一洲

一
英

一
よ

ω
的

回

日

庁

一
肌
脱
ば

一
反
五
百
文
の
年
貢
率

一

ご
l

5

1

J
十

一
正
封

一
軒

一
1

一

郎

い

い

い

い

肌

舌
口
一
〕
で
田
地
廿
町
歩
に
し
か
当

条
臼
一

l
－一一
川

ω
回

日

5

一
向
「
ら
な
い
。
故
に
北
条
氏
の

北
日

一
誠

一
1
’
L

一
侃

給

人
は
大
半
が
狭
小
な
村

l
I

1

落
的
規
模
の
領
主
乃
至
地

主
的
存
在
」
（
町
一
話
一
心
伎
町
）
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
か
ら
し
て
こ
れ
ら
給
人
の
下

で
働
ち
く
農
民
の
土
地
が
小
規
模
だ

っ
た
ら
し
く
忠
わ
れ
る
の
も
当
然
で
あ

ろ
う
。

次
は

「
畠
租
百
六
十
五
文
」

で
あ
る
が

「
秋
百
文
・

夏
六
十
五
文
」
の

割
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
収
穫
物
の
成
熟
期
に
起
因
す
る
も
の
で
、

分

〈
註
7
）

国
支
配
に
重
要
な
新
田
開
発

・
集
約
農
業
強
化
か
ら
く
る

「
米
麦
二
毛
作
」

一一
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学
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に
対
す
る
麦
を
対
象
と
す
る
「
夏
成
」
と
、
「
大
豆
・

蕎
麦
・
稗
」
等
の
農

（註
8
）

産
物
か
ら
「
綿
・
漆
」
等
の
手
工
業
原
料
を
さ
す
「
秋
成
」
で
あ
ろ
う
。
安

に
対
す
る
換
算
率
は
「
百
文
に
三
斗
五
升
」
で
、
そ
の
他
「
小
物
成
」

に
対

「註
9
）

す
る
換
算
規
定
も
広
範
囲
か
つ
厳
密
に
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
賞
租

賦
課
が
相
当
広
範
囲
に
か
つ
細
分
化
さ
れ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
、
少
な
く
と
も
農
民
の
生
産
物
が
如
何
な
る
物
で
も
．
賀
祖
の
対
訳
と
な

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
同
時
に
そ
れ
は
農
民
統
制
で
も
あ

っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

以
上
田
昌
租
の
大
略
は
述
べ
ら
れ
た
と
忠
わ
れ
る
が
、
基
本
的
に
物
納
で

あ
る
べ
き
田
畠
租
が
「
銭
納
」
に
よ
っ
て
代
納
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
ふ
れ

て
お
こ
う
。
さ
き
に
「
因
。
田
郷
」
の
検
地
表
で
は

「年
貢一品
」
は

「
貫
文
」

と
い
う
「
貨
幣
単
位
」
で
示
さ
れ
て
い
た
が
、
他
の
検
地
例
で
は
明
確
に

（註

ω）

「
此
分
永
楽
銭
」
で
何
貫
文
と
同
時
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た

永
時
二
年
の
後
北
条
氏
徳
政
条
目
で
は
「
麦
秋
年
貢
半
分
米
成
に
被
定
畢
」

と
し
「
残
半
分
以
精
銭
可
納
之
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
現
物
納

が
「
銭
納
」
で
行
わ
れ
て
い
た
事
咋
突
が
知
ら
れ
よ
う
。
何
故
「
銭
納
」
が
行

わ
れ
て
い
た
か
は
別
と
し
て
、
こ
う
し
た
事
が
行
え
る
と
い
う
事
実
は
農
村

が
既
に
貨
幣
経
済
の
中
に
あ

っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
前
掲
の

徳
政
条
目
に
あ
る
如
く
「
田
畠
年
期
売
買
・
高
利
貸
」

等
と
い
う
こ
と
は
、

封
建
制
成
立
基
盤
で
あ
る
農
村
が
貨
幣
経
済
の
中
で
は
分
解
し
つ
つ
あ
り
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
分
国
統
治
と
し
て
の
商
業
統
制
な
ら
び

に
農
村
保
護
策
が
新
ら
し
く
問
題
と
な
る
が
、
後
北
条
氏
の
場
合
年
誌
が
現

物
納
で
あ
る
べ
き
こ
と
に
踏
出
せ
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
「
銭
納
」

の
こ
と
は
「
附
加
税
」
に
お
い
て
遥
か
に
多
く
の
問
題
を
生
ん
で
い
っ
た
。

そ
れ
で
は
「
附
加
税
」
に
移
ろ
う
。

一
一

当
一郷
誇
役
免
許
之
事

一

懸

銭

一

枚

別

銭

一

反

銭

以

上

右
及
大
破
由
申
上
候
間
戊
亥
子
三
ヶ
年
令
赦
免
候
此
外
自
郡
代
兎
角
申
懸

事
不
可
有
之
候
の
状
如
件

壬

成

四

月

十

四

日

南

条

四

郎

左

衛

門

奉

之

金
貯
木
郷
百
姓
中

右
文
書
に
見
る
如
く
後
北
条
氏
は
農
民
に
対
し
各
種
の
附
加
税
を
命
じ
て

い
た
。
そ
し
て
知
行
人
が
こ
れ
ら
を
課
す
る
の
を
厳
禁
し
、
「
免
角
申
懸
」

（註
日）

る
者
に
は
「
直
訴
」
を
も
っ
て
農
民
の
立
場
を
守
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
て

「
棟
別
銭
」
と
は
住
居
棟
別
一
間
に
何
文
と
か
け
、

「
反
銭
」
は
「
反
別
銭
」

で
田
地
に
対
し
何
文
と
か
け
る
も
の
で
「
田
畠
租
の
附
加
税
」
で
あ
り
中
世

以
来
臨
時
費
捻
出
の
方
法
で
あ
っ
た
。

「
懸
銭
は
性
質
は
明
ら
か
で
な
い
が

反
銭
と
並
べ
ら
れ
る
こ
と
多
く
、
反
銭
の
半
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
反
銭

の
附
加
税
か
ら
単
独
の
税
と
な
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。」
（
均
諸
問
む

そ
れ
な
ら
ば
こ
れ
ら
諸
税
は
ど
の
よ
う
な
規
準
で
賦
課
・
収
納
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
か
。

（布）

午
歳
役
銭
配
府

九
貫
六
百
計
八
文
寺
尾
棟
別
銭

拾

六

貫

文

同

所

穀

反

銭

以
上
廿
五
貫
六
百
叶
八
文
定
納

右
毎
年
以
来
穀
可
納
之
、
当
納
法
百
文
に
一
斗
囚
升
目
一
俵
別
三
斗
六
升

俵
に
被
定
花
、
郷
中
馬
を
以
玉
縄
へ
届
奉
行
衆
に
可
相
波
、
斗
手
者
如
相

定
地
下
人
可
斗
巾
升
上
少
も
無
高
下
平
に
可
斗
納
、
若
俵
取
奉
行
先
角
申

に
付
は
速
に
可
捧
目
安
然
は
棟
別
者
九
月
十
日
段
銭
者
九
月
晦
日
必
可
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致
皆
済
、
此
日
限
踏
出
に
付
市
者
一
俵
に
三
升
つ
つ
以
過
米
可
納
猶
御

日
限
踏
出
に
付
者
奉
行
人
を
郷
中
指
越
妻
子
牛
馬
可
取
問
地
頭
代
官
百

姓
等
に
此
所
堅
為
申
関
可
相
調
者
也
の
如
件

午
八
月
廿
六
日

代

官

百

姓

中

（

武

州

文

書

）

こ
れ
で
み
る
と
「
棟
別
銭
・
反
銭
」
共
に
「
毎
年
米
穀
」
を
以
て
納
め
る

「
定
納
」
で
あ
る
。
納
入
率
は
「
百
文
に
一
斗
四
升
」
で
「
田
租
」
よ
り
「
二

升
」
多
い
。
な
お
右
文
書
中
「
穀
反
銭
」
と
あ
る
の
は
「
反
銭
」
を
「
米
穀
」

で
納
め
る
も
の
で
、
同
様
な
こ
と
は
「
棟
別
銭
」
が
や
は
り
「
米
納
」
で
九

月
が
納
期
で
あ
る
の
に
対
し
て
夏
期
（
五
月
）
に
麦
を
以
て
納
め
崎
「
正
木

戸
討

棟
別
鉛
叩
ば
あ
り
二
種
類
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
「
増
反
ぎ
と

い
う
も
の
も
あ
り
臨
時
費
が
必
要
の
時
に
定
納
の
「
反
銭
乃
至
穀
段
銭
」
の

上
に
更
に
収
納
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
懸
銭
」
に
つ
い
て
も
「
前
々
高
辻
百

〔
註
凶
）

九
十
四
文
也
来
七
月
晦
日
を
切
而
必
々
可
致
皆
済
」
と
あ
れ
ば
や
は
り
定

納
で
、
「
相
定
文
銭
候
間
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
「
銭
納
」
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
こ
の
「
銭
納
」
は
時
に
「
棟
別
銭
」
納
入
に
も
適
用
さ
れ
て

〈
註
H
と

い
た
よ
う
で
、
「
若
精
銭
一
様
手
詰
に
付
者
以
米
穀
可
納
之
事
」
と
明
確
に

「
銭
納
」
が
出
来
な
い
場
合
の
規
定
を
記
し
て
い
る
。
序
で
な
が
ら
「
棟
別

銭
」
が
次
の
如
き
「
代
納
」
を
許
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
戸
「
黄
金
で
一
貫

（
註
凶
）

五
百
文
、
漆
で
州
刊
に
悶
江
一
段
、
綿
一
把
で
百
文
回
一
円
削
二
回
一
一
文
の
率
で
あ

る
。
以
上
「
現
物
納
・
銭
納
ω
代
納
」
い
ろ
い
ろ
み
ら
れ
る
が
、
問
題
は
後
北

条
氏
が
あ
く
ま
で
も
こ
れ
ら
を
取
立
て
る
た
め
の
方
便
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
故
に
「
納
入
時
期
」
や
「
違
反
者
」
に
つ
い
て
の
厳
し
い

命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
賦
課
が
「
検
見
」
の
後
行
わ
れ
た
時
も

後
北
条
氏
の
農
村
支
配
に
つ
い
て
（
守
谷

（
註
げ
）

あ
っ
た
が
、
一
方
的
に
増
税
さ
れ
た
場
合
も
多
か
っ
た
。
特
に
「
違
反
者
」

に
は
「
過
米
」
が
あ
り
、
「
奉
行
人
」
の
催
促
が
あ
り
、
果
て
は
「
妻
子
牛

馬
可
取
」
な
い
し
「
名
主
以
下
可
被
遂
御
成
敗
」
あ
る
い
は
「
小
代
官
名
主

百
姓
人
々
召
連
小
田
原
へ
可
参
」
な
ど
極
め
て
厳
し
い
後
北
条
氏
の
態
度
で

あ
っ
た
。
な
お
以
上
の
三
税
以
外
に
特
殊
な
も
の
と
し
て
「
城
米
銭
・
麻
役

（
註
凶
）

・
竹
役
・
棟
別
勧
進
」
等
の
税
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
「
妻
子
牛
馬
可
取
」
と
は
如
何
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
「
百
姓
職
」
を
と
る
こ
と
で
あ
り
分
国
基
盤
の
破
壊
で
し
か
あ
り
得

な
い
。
今
三
税
中
一
番
高
額
な
の
は
「
反
銭
」
で
、
以
下
「
棟
別
銭
・
懸
銭
」

の
順
と
な
る
が
、
こ
う
し
た
諸
税
の
下
で
地
域
的
に
強
力
で
あ
り
得
た
農
民

註
mw）

は
「
川
流
」
「
干
損
」
を
理
由
に
租
税
減
額
を
要
求
し
て
い
た
。
そ
し
て
要

（
註
却
）

求
の
か
な
わ
ぬ
農
民
は
「
郷
中
明
」
「
離
村
」
を
も
っ
て
分
国
支
配
の
基
盤

（
註
m
む

を
ゆ
す
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
「
離
村
者
」
は
「
国
法
を
も
っ
て
」
呼
び
返
さ
れ

た
。
そ
れ
で
も
帰
村
せ
ず
ば
そ
の
田
畠
は
一
村
の
共
同
責
任
と
さ
れ
た
が
、

そ
の
直
接
の
責
任
は
知
行
人
の
郷
村
維
持
策
の
欠
陥
に
あ
り
と
さ
れ
た
。
天

文
十
九
年
の
相
模
一
帯
に
出
さ
れ
た
「
諸
公
事
先
様
」
は
「
百
貫
文
」
の
地

か
ら
「
六
貫
文
」
だ
け
貢
租
を
と
り
た
て
、
更
に
「
退
転
百
姓
」
は
帰
村
す

れ
ば
「
借
銭
・
借
米
」
す
べ
て
今
日
迄
は
許
す
と
い
う
程
の
減
額
で
あ

っ
た
。

し
か
し
こ
う
し
た
減
額
が
一
度
や
二
度
で
農
民
の
生
活
は
改
善
さ
れ
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
永
時
二
年
網
代
村
で
は
「
御
領
所
方
諸
百
姓
御
詑
言
申
上

ル
ニ
付
御
赦
免
之
条
々
」
と
し
て
、
貨
幣
経
済
の
中
で
あ
え
ぐ
農
民
に
徳
政

が
下
さ
れ
た
。
し
か
し
「
借
銭
・
借
米
・
田
畠
年
期
売
」
す
べ
て
が
そ
の
対

象
と
さ
れ
た
の
に
も
拘
ら
ず
「
年
貢
・
反
銭
・
棟
別
銭
・
御
蔵
銭
」
等
は
「
徳

政
入
間
敷
条
々
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
農
民
の
要
求
は
続
い
た
。
永

Hosei University Repository



法
政
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学

第
二
ニ
号

線
五
年
金
層
木
郷
百
姓
は
「
大
破
」
を
理
由
に
三
年
間
の
免
税
を
か
ち
と

り
、
田
名
・
駒
林
で
は
「
川
流
」
を
理
由
に
役
銭
を
「
半
額
免
」
と
し
て
い

（通）

っ
た
。
そ
し
て
同
十
二
年
斑
目
郷
で
は
検
見
の
上
「
百
姓
之
詑
言
之
透
指
引
」

（
計

Em）

か
せ
た
。

こ
う
し
た
農
民
の
動
き
は
「
寺
領
」
な
ど
へ
「
主
と
り
」
を
致

し、
ー
身
分
改
善
に
よ
る
貢
租
減
と
も
な
っ
て
表
わ
れ
た
。
し
か
し
後
北
条
氏

と
し
て
も
永
践
年
聞
か
ら
次
々
と
公
事
・
夫
役
を
命
令
し
て
い

っ
た
。
永
鵡

十
年
中
嶋
郷
は
「
懸
銭
を
催
促
に
及
ば
ず
急
度
皆
済
せ
よ
」
と
告
げ
ら
れ
、

田
名
郷
で
は
「
増
反
銭
」
を
申
付
け
ら
れ
た
。

「
玉
縄
城
塀
之
修
理
」
も
若

し
無
沙
汰
す
る
と
「
切
顎
」
と
お
ど
さ
れ
た
。
そ
し
て
天
正
九
年
未
検
地
地

天正 9 年反銭増徴図

船
田
林
田

大（

志

h

ヘロ

v
l

d

則
永
駒
鴨
一
一

1
a
1
3
ょ巻

目
山
泉
名
問市浜

斑

神

今

回

横

1
A
ワ“

つd
A
T

湾出問
F
A
U
V 

一
三
四

域
で
あ
っ
た
「
斑
目
・
神
山
・
今
泉
・
田
名
・
栗
船
・
永
田
・
駒
林
・
鴨
志
田
」

等
に
倍
額
か
ら
四
倍
額
ほ
ど
の

「反
銭
増
」
を
申
付
け
た
の
で
あ
っ
た
。
以

上
を
見
て
き
た
時
「
妻
子
牛
馬
可
取
」
と
は
一
時
的
な
年
貫
免
と
照
し
て
、

あ
く
ま
で
も
貫
租
に
た
え
る
農
民
を
維
持
す
べ
き
威
嚇
で
し
か
あ
り
得
な
い

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
要
は
自
営
農
民
を
最
低
の
生
活
で
働
か
し
残
り
は
す

べ
て
後
北
条
氏
が
搾
取

F
る
こ
と
で
あ
り
、
同
じ
こ
と
は
永
禄
七
年
の

「
撰

｛
註
幻
）

銭
令
」
で
も
典
型
的
に
み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
農
民
の
持
つ
「
悪
銭
」
を
九

月
・
十
月
に
小
田
原
に
て
精
銭
と
交
換
す
る
と
布
告
し
た
の
で
あ
る
。
「
精

銭
」
が
「
悪
銭
」
よ
り
価
値
が
あ
る
の
は
当
然
で
農
民
は
喜
ん
だ
が
、
そ
れ

も
束
の
間
九
・
十
両
月
は
納
税
期
で
あ
り
一
度
農
民
の
手
に
な

っ
た
精
銭
も

す
べ
て
回
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
「
夫
役
」
に
論
を
進
め
よ
う
。
こ
れ
に
は
「
陣
夫
」
と
「
普
詩
人

夫
」
が
あ
り
後
者
は
必
ず
労
働
役
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
問
題
と
す
る
の
は
前

者
で
あ
り
常
時
一
村
一
名
程
度
武
士
に
従
い
軍
役
に
従
う
も
の
で
あ
っ
た
。

【註
M
V

し
か
し
実
際
に
労
働
が
必
要
と
さ
れ
な
い
時
は
「
一
人
八
貫
文
」
の
割
で
銭

納
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
百
文
が
米
一
斗
二
升
で
あ
っ
た
か
ら
八
貫
文
は
相
当

の
額
で
あ
り
、
陣
夫
の
数
も
検
地
に
よ
り
増
員
さ
れ
た
。
田
地
の
広
さ
で
増

（
註
お
）

員
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
陣
夫
が
常
時
の
も
の
で
あ
る
性
格
か
ら
し
て
、
回

畠
租
・
反
銭
・
懸
銭
の
上
に
更
に
土
地
に
課
せ
ら
れ
た
固
定
の
税
と
な

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

後
北
条
氏
は
か
か
る
貢
租
の
上
に
存
立
を
続
け
よ
う
と
し
た
。
し
か
こ
れ

は
検
地
例
で
も
み
た
如
く
領
内
余
す
と
こ
ろ
な
く
賦
課
出
来
た
の
寸
は
な
か

っ
た
。
貨
幣
経
済
が
分
国
成
立
基
盤
た
る
農
村
を
ゆ
る
が
せ
て
い
る
の
に
も

拘
ら
ず
統
制
し
得
ず
、
現
物
納
た
る
べ
き
貢
租
を
む
し
ろ
少
し
で
も
「
銭
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納
」
に
置
換
え
た
い
程
の
経
済
力
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
後

北
条
氏
の
も
つ
農
村
支
配
の
弱
さ
は
、
強
力
な
検
地
や
万
狩
り
等
を
行
い
得

た
秀
吉
の
力
の
前
に
降
っ
た
大
ぎ
な
原
因
で
あ
る
だ
ろ
う
。

（
一
九
六

O
年
八
月
廿
五
日
）

一迂
l
、
相
州
文
書
公
郷
村
宛
で

「
段
銭

・
懸
銭

・
棟
別
銭

・
諸
役
共

ニ
守

護
不
入
ト
シ
永
代
出
之
置
者
也
」
と
あ
る
。

2
、
「
小
杭
」
は
「
横
浜
市
港
北
区
」
に
あ
る
。

3
、
謙
倉
東
慶
寺
文
書
中
の
野
葉
郷
検
地
表
に
年
貢
高
を
掲
げ
「
此
員

数
云
々
」
と
あ
る

0

4
、
所
領
役
帳
で
福
島
左
衛
門
は
怖
古
文
の
地
に
更
に
廿
賀
五
百
文
の

検
地
増
を
う
け
て
い
る
。

5
、
柏
木
文
書
（
駿
河
国
）
「
佐
野
郷
」
検
地
表
に
回
畠
の
等
級
が
あ

る
が
北
条
氏
の
朱
印
が
な
い
と
一
一
一
日
わ
れ
北
条
氏
の
出
し
た
文
書
か

ど
う
か
確
証
が
な
い
と
も
言
わ
れ
る
。

6
、
元
亀
元
年
寺
尾
宛
の

「
正
木
棟
別
」
納
入
文
書
で

「
榛
原
升

二
斗

五
升
入
」
と
あ
り
、
「
下
方
升
」
に
つ
い
て
は
牧
野
純
一
氏
の

「
後
北
条
氏
民
政
史
論
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

7
、
。
新
田
開
発
。
は
戦
国
大
名
が
一
時
的
に
免
税
し
て
も
盛
ん

に
進

め
た
も
の
で
、
後
北
条
氏
に
も
例
が
多
い
。

8
、
附
加
税
納
入
文
書
で
こ
れ
ら
の
換
算
納
入
規
定
が
示
さ
れ
て
い

『。。

9
、
い
わ
ゆ
る
代
納
で
漁
師
は
魚
を
、
農
村
で
は
大
豆
、
綿
、
麻
を
或

い
は
米
の
運
搬
の
出
来
難
い
と
こ
ろ
は
そ
の
生
産
物
を
そ
れ
ぞ
れ

納
め
る
よ
う
に
し
、
換
算
率
も
、
厳
密
で
あ
る
。

刊
、
天
正
五
年
符
川
郷
検
地
表
で
「
九
十
貫
七
百
六
文
定
納
此
永
楽
四

後
北
条
氏
の
農
村
支
配
に
つ
い
て
（
守
谷
）

拾
六
貫
三
百
五
十
三
文
」
と
あ
る
。

日、

地
頭
、
代
官
の
不
正

に
は
、
農
民
に
「
捧
目
安
」

後
北
条
氏
は
言
っ
て
い
る

J

口
、
元
色
元
年
寺
尾
宛
へ
「
正
木
椋
別
之
事
」
と
し
て
、

六
俵
（
中
略
）
五
月
晦
日
皆
納
」
と
あ
る
。

日
、
天
正
十
四
年
品
川
百
姓
中
宛
「
改
而
百
姓
に
御
用
捨
之
条
々

」
と

し
て
「
増
反
銭
之
儀
・
：
」
と
あ
る
。

目
、
永
縁
十
年
足
柄
下
郡
中
島
郷
宛
の
「
卯
歳
懸
銭
」

日
、
永
椋
十
一
年
小
川
郷
宛
「
辰
歳
棟
別
銭
納
様
之
事
」

時
、
永
誠
九
年
田
名
宛
「
寅
歳
束
郡
筏
別
銭
納
様
之
事
」

打
、
天
正
九
年
相
模
・
武
蔵
で
検
地
な
く
し
て
広
範
囲
に
増
税
（
反
銭
）

さ
れ
て
い
る
。

路
、
「
城
米
銭
」
に
つ
い
て
は
「
玉
縄
文
城
」
（
現
大
船
市
）
へ
納
め

る
文
書
が
あ
る
。
「
棟
別
勧
進
」
は
永
旅
二
年
伊
豆
顕
成
就
文
書

に
「
為
大
御
堂
上
葺
之
勧
進
云
々
」
と
あ
る
。

問
、
亥
九
月
駒
林
宛
「
川
流
に
付
而
役
銭
御
赦
免
之
事
」
と
す
る
文
書

で
「
反
銭
・
懸
銭
共
半
額
免
」
と
あ
る
。

初
、
相
州
文
書
三
浦
木
古
庭
宛
で
巳
二
月
の
文
書
に
「
諸
百
姓
郷
中
明

の
由
云
々
」
と
あ
る
。

幻
、
元
亀
二
年
庄
新
四
郎
殿
宛
「
泉
郷
百
姓
欠
落
之
事
」
と
す
る
文
書

で

「
任
国
法
：
・
急
度
可
召
返
」
と
あ
る
。

辺
、
永
除
十
二
年
謙
倉
東
慶
寺
宛
の
「
法
度
」
で
「
東
慶
寺
領
諸
百
姓

主
と
り
い
た
す
事
」
と
あ
る
。

お
、
「
品
川
南
北
代
官
百
姓
中
宛
」
へ
「
従
当
納
所
精
銭
俵
依
被
仰
付

御
捉
之
事
」
と
す
る
撰
銭
令
が
あ
る
。

「
以
直
訴
」
と

「
此
麦
五
十

五
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法
政
史
学

第
一
三
号

「
廻
陣
夫
年

μ
、
天
文
十
九
年
「
国
中
諸
郡
就
退
転
・
：
」
の
文
書
中
、

中
入
賞
文
積
に

て
以
夫
銭
可
出
之
」
と
あ
る
。

お
、
鎌
倉
東
慶
寺
舞
岡
郷
検
地
表
に

「
陣
夫
弐
疋
は
前
々
多
米
前
へ
出

此
度
増
分
に
三
疋
可
出
之
」
と
あ
る
。

〔
参
考
書
〕
後
北
条
氏
民
政
史
論
（
牧
野
純
一
箸
）
、
戦
国
時
代
史
論

（
日
本
歴
史
地
理
学
会
編
）
、
小
田
原
衆
所
領
役
帳
、
北
条
五
代
記
、
相

州
文
書
、
武
州
文
書
、
横
浜
市
史
第

一
巻
、
日
本
封
建
社
会
論
（
永
原

慶
二
著
）
、
近
世
初
期
農
政
史
研
究
（
中
村
吉
治
著
）

後北条氏年表

1491 （延徳 3 年）早雲韮山による。

1516 （永正13 年）三浦氏亡ぶ（相模平定）

1524 （大永 4 年）氏網江戸城をとる

1537 （天文 2 年）河越城をとる

1542 (I/ 11 ～12 年）相模検地

1547 (I/ 16 年）陣夫増徴

1550 ( // 19 年）退転百姓対策を行う

1552 ( I/ 21 年）上野平井城をとる

1554 （。 23 年）古河城をとる

1555 （弘治 1 年）武蔵検地（附加税増徴）

1559 （永治 2 年）諸領役帳なる

1564 （汐 7 年）撰銭令（取引額のすべてを精銭とす）

1577 （天正 5 年）下野，下総進出（北条最大版図なる）

1582 （天正 9 年）附加税増徴

1588 （天正15 年）秀吉九州平定

1589 （天正16 年）秀吉北条氏討伐を令す

1591 （天正18 年）北条氏亡ぶ。

一
一
ニ
六

ゐ、
ヨヨE

止ヒ
Eコ

左
記
の
通
り
法
政
大
学
史
学
会
第
二
回
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
目
昭
和
三
十
五
年
十
月
八
日
（
土
）

時

間

午

後

三
時
よ
り
午
後
八
時
半
ま
で

会

場

法
政
大
学
五
四

一
番
教
室
（
五
十
五
年
館
四
階
）

研

吋胃

フし

発

衣

橋

本

文

2 

明
治
前
期
の
地
方
政
社
に
つ
い
て

1

1
中
国
地
方
の
立
憲
政
党

1
1ー

明
治
四
年
岩
倉

一
行
遣
欧
米
使
節
の
意
義
松

ー

l
「
米
欧
回
覧
実
記
」
を
中
心
に
｜
｜

日
露
開
戦
を
め
ぐ
る
欧
米
列
強
の
外
交
関
係
に
つ
い
て

八

雲

香

佐

藤
尾

章

3 

日
本
近
世
儒
学
の
成
立

l
i
藤
原
埋
窟
を
中
心
に
し
て
ー
ー

香
取
社
領
の
詩
作
農
民
に
つ

い
て

l
l
土
地
台
帳
を
中
心
に
！
｜

信

濃

に

お

け

る

在

家

に

つ

い

て

湯

本

軍

ー

i
市
河
文
書
に
現
わ
れ
た
志
久
見
郷
の
場
合

｜
｜

明

治

官

僚

制

の

形

成

過

程

に

つ

い

て

新

藤

東

洋

男

l
i
文
官
任
用
法
と
法
律
学
校

l
l

越
後
の
蘭
医
森
田
千
陸

甲
州
武
川
筋
に
お
け
る
村
落
構
造

i
i
下
条
中
割
村
を
中
心
に

l

4 5 

村

川

幸

三

郎

6 7 8 

村片

桐
上

9 

男武俊直男
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